
 

 

埼玉県公立高校入試問題 解説 

 

公立入試必勝ポイント  

 

①底辺の等しい三角形の面積比は，高さの比に等しい。 

 

 

②高さの等しい三角形の面積比は，底辺の比に等しい。 

 

 

③軸に平行でない線分の比は，軸に垂線を下ろして考える。 
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左の図において， 

△APQ と △BPQ の面積比は 

a：bに等しい。 
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左の図において， 

△ABP と △ACP の面積比は 

a：bに等しい。 
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左の図において， 

AP：BP＝a：b 



 

 

令和 2年度 学力検査問題・学校選択問題 大問 4（2）② 改題 

 

 

 

［パターン 1・パターン 2］ 

 

 

［パターン 3］ 

 

 

【解説】 

△BPQ と△OPQは辺 PQが共通です。よって， 

公立入試必勝ポイント① より，高さの比を

1：3にすればよいと分かります。 

 

高さの比が 1：3になる場合は 3パターンあります。 

（パターン 1） 

2点 P，Qが点 Bより下にあり，点 Pの x座標が負

の場合 

（パターン 2） 

2点 P，Qが点 Bより下にあり，点 Pの x座標が正

の場合 

（パターン 3） 

2点 P，Qが点 Bより上にあり，点 Pの x座標が負

の場合 

 

パターン 1・パターン 2における点 Qの座標は等しい

ので，パターン 1 とパターン 3における点 Qの座標

をそれぞれ求めます。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

［パターン 1の点 Qの座標を求める］ 

 

 

 

［パターン 3の点 Qの座標を求める］ 

 

まず点 Bの y座標を求めます。 

放物線の式 y＝
 1 

 2 
x2に x＝4を代入して， 

y＝
 1 

 2 
×42＝8 です。 

 

（パターン 1の場合） 

点 Qの y座標を t とおきます。△BPQ と△OPQの高

さの比が 1：3なので，点 Bの y座標と点 Qの y座

標の比は 4：3になります。よって， 

 8：t＝4：3 

これを解いて，t＝6 と分かります。この y座標を直線

lの式 y＝－x＋12に代入して， 

 6＝－x＋12 

これを解いて，x＝6 と分かります。よって，点 Qの座

標は（6，6）です。 

 

 

 

 

 

（パターン 3の場合） 

点 Qの y座標を s とおきます。△BPQ と△OPQの

高さの比が 1：3なので，点 Bの y座標と点 Qの y

座標の比は 2：3になります。よって， 

 8：s＝2：3 

これを解いて，s＝12 と分かります。この y座標を直

線 lの式 y＝－x＋12に代入して， 

 12＝－x＋12 

これを解いて，x＝0 と分かります。よって，点 Qの座

標は（0，12）です。 

 

以上より，点 Qの座標は （6，6），（0，12） です。 

 



 

 

平成 31年度 学力検査問題・学校選択問題 大問 3（2） 

 

 

 

［面積比と底辺の比］ 

 

［x軸に垂線を下ろす］ 

【解説】 

△ADC と△CDBは，辺 AC，BCを底辺と見ると高さ

が共通です。 

よって，公立入試必勝ポイント② より，底辺

の比を 4：1にすればよいと分かります。 

 

線分 AC，BCは軸に平行ではありません。よって， 

公立入試必勝ポイント③ より軸に垂線を下

ろして長さの比を考えます。 

 

 

 

2点 A，Bからそれぞれ x軸に垂線 AE，BFを下ろしま

す。AC：BC＝4：1なので，平行線と線分の比より 

OE：OF＝4：1 と分かります。よって，点 Bの x座標を 

t とおくと，点 Aの x座標は－4t と表せます。それぞれ 

放物線の式 y＝
 1 

 2 
x2に代入して， 

 y＝
 1 

 2 
×t2＝

 1 

 2 
t2 ，y＝

 1 

 2 
×（－4t）2＝8t2 

以上より，2点 A，Bの座標はそれぞれ（－4t，8t2）， 

（t，
 1 

 2 
t2）と表せます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

［y軸に垂線を下ろす］ 

 

 

 

［aの値を求める］ 

 

次に，2点 A，Bからそれぞれ y軸に垂線 AG，BHを

下ろします。y軸上の長さは y座標の差になるので， 

 GC＝8t2－2，CH＝2－
 1 

 2 
t2 

と表せます。△AGC∽△BHCで，相似比は 4：1なの

で，以下のような比例式が成り立ちます。 

 （8t2－2）：（2－
 1 

 2 
t2）＝4：1 

これを解くと t＝±1 となりますが，点 Bの x座標は正 

なので，t＝1です。点 Bの y座標は
 1 

 2 
t2＝

 1 

 2 
×12＝

 1 

 2 
 

なので，点 Bの座標は（1，
 1 

 2 
）と分かります。   

 

 

 

直線 ABの式 y＝ax＋2に，点 Bの座標（1，
 1 

 2 
）を代

入します。 

 
 1 

 2 
＝a＋2 

これを解いて， a＝－
 3 

 2 
 です。 


